
－自己を見つめ直し、将来に向けたライフスタイルを描く－ 

女性のワークライフデザイン研修 

１ 目 的                                        

   女性職員が将来にわたって職場・家庭・地域で自分らしく生き生きと活躍していくため、自

己の強みや価値観を再確認し、それらを活かしながら組織力の向上につなげるとともに、さら

なる自己実現を目指す意識を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象者                                        

  各部局・総合支庁長等の推薦する主事・技師級から課長補佐級までの女性職員 

  ３０名程度 

３ 講 師                                        

  株式会社インソース 講師 

先輩職員講話：庁内講師 

４ 期日及び会場                                        

期日：１１月１７日（金） 

会場：山形県職員育成センター 

５ 研修科目及び日程                                   

 9:45 10:00  11:00            12:10  13:10                 16:45 

第
一
日 

11/17 

（金） 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

先
輩
職
員
講
話 

 

 

 

11:10 

・女性を取り巻く 

労働環境の変化 

を知る 

・仕事、生き方を 

含めたキャリア 

について考える 

昼食 

休憩 

 

・これまでの自分を見つめ直す 

・自己を理解する 

・組織における自分の役割を理解する 

・女性リーダーとしてのロールモデル

を創造する 

・目標設定とビジョンを作成する 

・受講生同士の意見交換 

 

 

 

 
●受講生の声 

 ・実際に県職員として活躍されてきた方の生の声を聞くことができ、大変有意義だった。 
・グループワークがあったおかげで、他の人が感じている不安や自分の不安を共有でき、受
講前よりも将来に対する不安感が軽くなった。 

・仕事を含めた生き方について考えるきっかけになった。自分の心と身体のバランスを保ち
つつ、継続的に与えられた仕事に取り組んでいくことを意識しながら、人生やキャリアに
ついて長い目で考えていこうと思った。 

・どういう生き方であっても、しっかり自分を持って前向きでいられれば良いのだという肯
定感を持つことができた。 



会計年度任用職員研修 

１ 目 的                                       

   県職員としての服務と倫理について学ぶとともに、あいさつや身だしなみ、言葉づかいを中

心とした基本的なビジネスマナーを習得する。 

２ 対象者                                     

①令和３～４年度に「会計年度任用職員研修」を受講していない会計年度任用職員 等 

   （会計年度任用職員、地方公務員法第２２条職員、育児休業法第６条職員等） 

②その他所属長が必要と認める職員 

３ 期 日                                     

第１回：４月２７日（木） 

第２回：５月１５日（月） 

    ※受講生、講師共にオンラインによるリモート形式にて講義を実施。 

４ 研修科目及び日程                                           

           13:20 13:30    14:00            15:00 

第
一
日 

4/27 

（木） 

 

 

5/15 

（月） 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

 

 

服務と倫理 

 

 

 

人事課 

 

接遇（ビジネスマナー） 

 

［DVD を視聴］ 

・ビジネスマナーとは 

・第一印象が勝負 

・仕事の進め方 

・敬語の基本 

・受付の基本 

・訪問の基本 

・電話応対の基本 

・電子メールのマナー 

 

オンライン研修 



サポート職員研修 

１ 目 的                                      

「サポート職員」に指名された者が、効果的な指導方法や助言の仕方を学ぶ。 

２ 対象者                                      

① 令和５年度に「新規採用職員等へのサポート職員」に指名された職員 

② その他所属長が必要と認める職員           

３ 講 師                                     

  株式会社インソース  講師 

４  期 日                                      

第１回：５月２５日（木） 

第２回：６月 ２日（金） 

  ※受講生、講師共にオンラインによるリモート形式にて講義を実施。 

５  研修科目及び日程                                 

 

 

 9:35 9:45              12:00   13:00                         16:15 

第
一
日 

5/25 

（木） 

 

6/2 

（金） 

 

 

 

 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

 

・新採職員、若手職員の 

立場になって考える 
 

・ＯＪＴについて学ぶ 

 

 

昼食 

休憩 

 

 

 ・サポートの進め方 
 
 ・メンタルヘルスケア 
 
 ・ケーススタディ 

   ①指示や指導を理解しない場合 

   ②仕事を引き継ぐ場合  等  

 

オンライン研修 



―自分・部下・チームの３つの視点から、レジリエンスを高めるポイントを学ぶ― 

管理監督者のためのレジリエンス研修 

１ 目 的                                         

環境の変化にも柔軟に対応できる、風通しの良い職場づくりを目指すため、自身のレジリエン

ス（逆境や困難に直面した際にしなやかに適応し、成長の糧にする力）を養う方法を習得すると

ともに、部下及び組織（チーム）のレジリエンスを高める方法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象者                                         

① 各部局・総合支庁長等の推薦する課長級及び課長補佐級の職員 

② その他所属長が必要と認める職員               ４０名程度 

３ 講 師                                         

  株式会社インソース 講師 

４  期日及び会場                                         

  期日：８月４日（金） 

  会場：山形県職員育成センター 

５  研修科目及び日程                                    

 9:45 10:00                 12:00 13:00                           16:30  

第 

一 

日 

8/4 

（金） 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

・管理監督者に求められる 

レジリエンス 

 

・自身のレジリエンスを高める 
昼食 

休憩 

 

・部下の感情コントロールを 

サポートする 

・部下の自尊感情を高める 

・部下の自己効力感を高める 

・チームのレジリエンスを高める 

（心理的安全性の高い職場づくり） 

 

 

 
●受講生の声 

・「思考のくせ」があるという知識を得ることができ良かった。それを意識した上で行動
できるようになりたい。 

・部下の観察から始め、タイムリーにほめるなど具体的な目標を設定し実践していきたい。 
・係内での職員への対応（ほめ方やサポート）で実践していきたい。まずは自分自身も日常
的にレジリエンスを高めるためのポイントを心掛けていきたい。 

・安心して意見が言える、ほめ合える風土の醸成はすぐには難しくても挑戦していきたいと
思う。 

・講義と演習のバランスがよく、ステップを踏んで理解、体感することができた。実践的で、
講義内容も分かりやすかった。 

・仕事を離れて同じような役職の人と話し合うことができ、いいリフレッシュになった。 



－県政発展のために必要な先見性や大局観を養う－ 

トップセミナー 

１ 目 的                                        

時宜に応じた有識者の経験や考え方を学び、行政施策の推進者として県勢発展のために

必要な先見性や大局観を養う。 

２ 対象者                                      

部長級から課長級までの職員   約１００名 

３ 講 師                                      

新電元工業株式会社 代表取締役社長 鈴木 吉憲 氏 

４  期日及び会場                                      

期日：８月下旬（予定） 

会場：山形県庁（予定） 

５  研修科目及び日程                                   

  ※詳細については、別途通知する。 

 

 

       13:30            15:30 

第
一
日 

8 月 

下旬 

(予定) 

 

 

 

 

 

 

トップセミナー 

 

 

 

 

 


